
都市再生整備計画（第6回変更）
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都 市 再 生 整 備 計 画 の 目 標 及 び 計 画 期 間

市 町 村 名 地 区 名 面 積 669 ha

平 成 18 年 度 　～ 平 成 22 年 度 平 成 18 年 度 　～ 平 成 年 度

目 標

目 標 設 定 の 根 拠
ま ち づ くりの 経 緯 及 び 現 況

課 題

将 来 ビ ジ ョン （中 長 期 ）

目 標 を 定 量 化 す る 指 標

単 　位 基 準 年 度 目 標 年 度

％ Ｈ 15 H22

人 ／ 日 H16 H22

台 ／ 年 H17 H22

％ H11 H22

％ H11 H2290.0５　地 域 住 民 の 満 足 度 安 全 に 生 活 す る 環 境 と し て の 満 足 度 （住 民 意 向 調 査 に よ る ） 安 全 安 心 の ま ち づ くり の 成 果 を 導 く。満 足 度 90％ を 目 指 す 。 58.9

28 ,000

４　地 域 住 民 の 満 足 度 生 活 環 境 全 般 の 満 足 度 （住 民 意 識 調 査 に よ る ） 暮 ら し や す い ま ち と し て の 熟 度 を 導 く。満 足 度 90％ を 目 指 す 。 65.4 90 .0

３　（仮 ）黒 井 駅 南 口 駐 輪 場 の 年 間 利
用

（仮 ）黒 井 駅 南 口 駐 輪 場 の 年 間 利 用 台 数 （駐 輪 場 所 管 部 署 に よ
る 集 計 ）

駐 輪 場 整 備 に よ り 、駅 の 交 通 利 便 性 の 向 上 と 放 置 自 転 車 の 減 少 が 期 待
さ れ る 。  -

15 .0

２　黒 井 駅 の 乗 降 客 １日 当 た り の 黒 井 駅 の 乗 降 客 数 （ＪＲの 調 査 に よ る ） 駅 へ の 交 通 利 便 性 の 向 上 や 交 通 結 節 点 と し て の 機 能 強 化 の 成 果 を 導
く。１日 当 た り の 乗 降 客 数 の ５％ 程 度 の 増 加 を 目 指 す 。 434 500

１　バ ス 利 用 率 バ ス 利 用 状 況 に お け る 「週 １回 以 上 利 用 す る 」人 の 割 合 （地 域 交
通 ア ン ケ ー トに よ る ）

駅 へ の 交 通 利 便 性 の 向 上 や 交 通 結 節 点 と し て の 機 能 強 化 の 成 果 を 導
く。利 用 率 の 倍 増 を 目 指 す 。 7.5

① 鉄 道 に よ っ て 分 断 され た 地 域 の 一 体 化 を 図 り、安 全 な 歩 行 空 間 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。
② 公 共 交 通 機 関 を 利 用 した 移 動 の 円 滑 化 を 図 る た め 、駅 の 利 便 性 向 上 とバ リア フ リー 化 が 課 題 で あ る 。
③ バ ス 及 び 鉄 道 の 利 用 促 進 と、公 共 交 通 機 関 の 有 機 的 な 連 携 等 に よ る 交 通 結 節 点 として の 機 能 を 強 化 す る 必 要 が あ る 。
④ 生 活 幹 線 道 路 で あ る 市 道 頸 城 線 の 早 期 改 良 が 課 題 で あ る 。
⑤ 駅 周 辺 に お い て は 、未 利 用 地 が 目 立 っ て き て い る た め 、特 に 駅 南 地 区 へ の 民 間 開 発 の 誘 導 な ど に よ る 土 地 の 利 活 用 を 図 る こ とが 課 題 とな っ て い る 。
⑥ 住 宅 団 地 内 へ の 大 雨 や 豪 雨 に よ る 浸 水 が 長 時 間 に 亘 り発 生 して お り、早 期 の 改 修 が 必 要 で あ る 。

安 全 ・安 心 ・快 適 な 生 活 を 支 え る ま ち づ くり
・旧 頸 城 村 第 4次 総 合 計 画 （前 期 基 本 計 画 ）の 公 共 交 通 主 要 施 策 に お い て 、鉄 道 の 利 便 性 確 保 とい う観 点 か ら 駅 周 辺 整 備 と南 口 開 設 を 地 域 発 展 の 基 盤 として 位 置 付 け 、高 齢 者 ・障 害 者 な ど 交 通 弱 者 の 利 用 に 配 慮 した バ リア フ リー 化 の 促 進 な ど 、誰 も が
利 用 しや す い 施 設 として 整 備 を 進 め る 必 要 が あ る として い る 。
・旧 上 越 地 域 広 域 行 政 組 合 で 策 定 した 「上 越 地 方 拠 点 都 市 地 域 整 備 基 本 計 画 」の 基 本 構 想 で は 旧 頸 城 村 を 社 会 基 盤 の 整 備 に 重 点 を 置 い た 「職 住 近 接 型 居 住 ゾ ー ン 」として 位 置 付 け て お り、さら に 基 本 計 画 の 「自 然 環 境 に 配 慮 した 質 の 高 い 、快 適 な 住 環
境 の 整 備 」の 面 で は 主 要 プ ロ ジ ェ ク トとして 位 置 付 け て い る 。
・新 市 建 設 計 画 で は 、ア ク セ ス 道 路 の 整 備 や 交 通 バ リア フ リー 化 の 促 進 な ど 、市 民 が 地 域 内 の 多 様 な 恵 み を 享 受 で き る よ う、地 域 ネ ッ トワ ー ク を 支 え る 交 通 体 系 を 整 備 す る こ ととして い る 。

指 　　標 定 　　義 目 標 と指 標 及 び 目 標 値 の 関 連 性 従 前 値 目 標 値

都 道 府 県 名 新 潟 県 上 越 市 黒 井 駅 周 辺 地 区

計 画 期 間 交 付 期 間 22

大 目 標  ： 黒 井 駅 を 拠 点 と し た 駅 周 辺 の 一 体 的 整 備 に よ る 交 通 利 便 性 の 向 上 と 暮 ら し や す い ま ち の 創 造
目 標 １：黒 井 駅 南 口 の 開 設 及 び 自 由 通 路 の 設 置 に よ る 地 域 の 一 体 性 の 創 出 と駅 へ の 交 通 利 便 性 の 向 上
目 標 ２：鉄 道 とバ ス との 連 携 に よ る 交 通 結 節 機 能 の 強 化
目 標 ３：民 間 開 発 の 誘 導 に よ る 未 利 用 地 の 有 効 利 用 と賑 わ い の 創 出
目 標 ４：住 宅 団 地 内 の 浸 水 被 害 解 消 に よ る 安 全 安 心 の ま ち づ くりの 向 上

（地 区 全 体 ）
・黒 井 駅 周 辺 地 区 は 、上 越 市 頸 城 区 の 西 部 に あ り都 市 計 画 区 域 として 位 置 付 け ら れ 、特 に 近 年 は 住 宅 開 発 が 盛 ん で 都 市 化 の 進 展 が 顕 著 な 地 域 で あ る 。ま た 、駅 周 辺 に は 直 江 津 臨 海 工 業 地 帯 の 一 部 で あ る 大 規 模 化 学 工 場 を は じめ 、県 営 南 部 産 業 団
地 や 西 福 島 工 業 団 地 な ど 直 江 津 港 や 北 陸 自 動 車 道 、国 道 8号 線 を 背 景 とした 大 規 模 な 工 業 地 域 が 形 成 され て い る 。
・県 営 南 部 産 業 団 地 や 西 福 島 工 業 団 地 の 南 側 は 、住 宅 団 地 の 分 譲 を 進 め て き て お り、職 住 の 共 存 を 目 指 した 環 境 整 備 が 求 め ら れ て い る 地 域 で あ る 。
・住 宅 団 地 と市 街 地 を 結 ぶ 幹 線 とな っ て い る 市 道 頸 城 線 は 、産 業 団 地 等 へ の 企 業 の 進 出 とあ い ま っ て 計 画 を 超 え る 交 通 量 とな っ て い る た め 、路 面 の 破 損 が 目 立 っ て い る 。
・一 方 、団 地 化 され て い な い 土 地 に つ い て は 、住 宅 や 農 地 として 有 効 に 活 用 され て い な い 土 地 も 多 く、地 域 活 性 化 の た め に も 未 利 用 地 の 解 消 が 課 題 とな っ て い る 。
（交 通 ）
・黒 井 駅 周 辺 地 区 は 、信 越 本 線 に よ り南 北 に 分 断 され て お り、駅 舎 が 線 路 の 北 側 に あ る こ とか ら 、駅 利 用 者 並 び に 南 北 の 連 絡 交 通 は 駅 構 内 直 江 津 寄 りに あ る 西 福 島 踏 切 を 渡 る しか な い の が 現 状 で あ る 。西 福 島 踏 切 は 、幅 員 9.1m 、延 長 16.0m で 歩 ・車 道
の 区 分 が な い 。JR新 潟 支 社 の 実 態 調 査 （平 成 16年 9月 28日 調 査 ）に よ る と、こ の 踏 切 を 通 過 す る 列 車 本 数 は 1日 148本 （旅 客 列 車 40本 /日 、貨 物 列 車 108本 /日 (回 送 ､入 換 え を 含 む )）と多 くな っ て い る 。踏 切 遮 断 回 数 は 、午 前 は 7時 ～ 8時 、午 後 は 5時 ～ 6時
が 最 も 多 く、こ の 間 の 踏 切 遮 断 時 間 は 、そ れ ぞ れ 16分 18秒 、13分 17秒 とな っ て い る 。ま た 、駅 周 辺 に は 事 業 所 や 運 送 会 社 が あ り比 較 的 に 交 通 量 も 多 く、併 せ て 道 路 幅 も 狭 く、か つ 歩 道 が な い 状 況 で あ る 。
・線 路 北 側 に 居 住 して い る 小 ・中 学 生 は 、西 福 島 踏 切 を 渡 っ て 通 学 して い る 。同 様 に 線 路 南 側 の 学 生 は 踏 切 を 渡 っ て 北 側 に 回 り、黒 井 駅 か ら 市 内 外 の 高 校 に 通 学 して い る 。い ず れ も 、踏 切 横 断 を 余 儀 な くされ 、か つ 比 較 的 交 通 量 の 多 い 狭 隘 な 道 路 を 通
行 しな け れ ば な ら な い の が 現 状 で あ る 。
・黒 井 駅 の 既 存 施 設 で は 、ホ ー ム ま で 跨 線 橋 を 渡 っ て い か な け れ ば 利 用 で き な い 状 況 で あ り、エ レ ベ ー ター も な い こ とか ら 公 共 交 通 施 設 の バ リア フ リー 化 を 積 極 的 に 推 進 す る 必 要 が あ る 。
・駅 利 用 者 の 多 くが 通 学 の 学 生 で あ り、駅 ま で の 交 通 手 段 として 自 転 車 や 原 付 自 転 車 を 利 用 して い る 。現 在 、駅 舎 北 側 の 駐 輪 ス ペ ー ス が 利 用 され て い る が 、区 画 が され て い な い た め 乱 雑 に 置 か れ て い る だ け で な く、放 置 自 転 車 も 目 立 っ て い る 。
・当 該 地 区 に は 路 線 バ ス が 運 行 され て い る が 、黒 井 駅 に は 経 由 して い な い 。ま た 、モ ー タリゼ ー シ ョン の 進 行 な ど に よ り利 用 者 が 年 々 減 少 して き て お り、減 便 や 廃 止 が 懸 念 され て い る 。
・黒 井 駅 周 辺 の 都 市 基 盤 、生 活 基 盤 の 整 備 に つ い て は 、ま ち の イ メ ー ジ 形 成 に お け る 重 要 拠 点 として 必 要 不 可 欠 で あ り、旧 頸 城 村 第 4次 総 合 計 画 （前 期 基 本 計 画 ）の 公 共 交 通 主 要 施 策 に お い て も 、鉄 道 の 利 便 性 確 保 とい う観 点 か ら 駅 周 辺 整 備 と南 口
開 設 を 根 幹 事 業 と位 置 付 け て き た 。
・ま た 、当 該 事 業 は 合 併 に 伴 う新 市 建 設 計 画 の 新 市 の 施 策 「都 市 基 盤 ・生 活 基 盤 の 整 備 」に 位 置 付 け 、駅 利 便 性 向 上 の た め 黒 井 駅 南 口 の 開 設 や 南 北 自 由 通 路 の 設 置 とい っ た 駅 南 地 域 整 備 を 喫 緊 の 課 題 として い る 。
・平 成 17年 度 は 黒 井 駅 周 辺 整 備 計 画 を 策 定 し、平 成 17年 12月 20日 か ら パ ブ リッ ク コ メ ン ト（市 民 意 見 提 出 制 度 ）を 実 施 し、整 備 す る 施 設 等 に つ い て 広 く市 民 の 意 見 を 求 め て い る 。



都 市 再 生 整 備 計 画 の 整 備 方 針 等

計 画 区 域 の 整 備 方 針

そ の 他

整 備 方 針 ３（民 間 開 発 の 誘 導 に よ る 賑 わ い の 創 出 ）
・南 口 広 場 周 辺 の 未 利 用 地 の 民 間 開 発 を誘 導 す る た め 、南 口 広 場 ま で の 間 に 下 水 道 の 本 管 を整 備 す る 。

黒 井 処 理 地 区 下 水 道 本 管 延 長 整 備 事 業 （関 連 事 業 ）

方 針 に 合 致 す る 主 要 な 事 業
整 備 方 針 １（駅 周 辺 の 一 体 的 整 備 に よ る 交 通 利 便 性 の 向 上 ）
・現 在 の 北 口 広 場 改 修 に 加 え て バ ス 乗 り入 れ 可 能 な 南 口 広 場 を新 設 し、併 せ て 駐 輪 場 の 整 備 を行 う。
・鉄 道 に よ る 地 域 の 分 断 を解 消 す る た め 、黒 井 駅 の 北 口 広 場 と新 設 の 南 口 広 場 の 整 備 に 併 せ 、両 広 場 を結 ぶ 自 由 通 路 （高 架 橋 とし、全 長 52.5m・幅 員
3.0m）を整 備 す る 。
・生 活 幹 線 道 路 で あ る 市 道 頸 城 線 の 改 良 を行 う。

黒 井 駅 北 口 広 場 （基 幹 事 業 ）
黒 井 駅 南 口 広 場 （基 幹 事 業 ）
黒 井 駅 北 口 駐 輪 場 （基 幹 事 業 ）
黒 井 駅 南 口 駐 輪 場 （基 幹 事 業 ）
市 道 頸 城 線 （基 幹 事 業 ）
黒 井 駅 自 由 通 路 （基 幹 事 業 ）

整 備 方 針 ２（交 通 結 節 点 と し て の 機 能 強 化 ）
・整 備 方 針 1に よ り整 備 す る 施 設 等 を有 効 に 活 用 す る とともに 、電 車 ・バ ス な ど 公 共 交 通 機 関 相 互 の 連 携 と、交 通 結 節 点 として の 機 能 強 化 を図 る た め 、黒 井
駅 を発 着 点 とす る コミュニ ティバ ス の 運 行 を試 行 す る 。
・公 共 交 通 機 関 の 利 用 促 進 と併 せ 、市 街 地 の 渋 滞 緩 和 や 環 境 負 荷 軽 減 の た め の 社 会 実 験 を実 施 す る た め 、駐 車 場 の 整 備 を行 う。

コミュニ ティバ ス 運 行 試 行 事 業 （提 案 事 業 ）
黒 井 駅 北 口 駐 車 場 （基 幹 事 業 ）
黒 井 駅 南 口 駐 車 場 （基 幹 事 業 ）

整 備 方 針 ４（住 宅 団 地 内 の 浸 水 被 害 解 消 に よ る 安 全 安 心 の ま ち づ くり の 向 上 ）
・住 宅 団 地 内 浸 水 対 策 を解 消 す る た め 、保 倉 川 へ の 放 流 施 設 として 排 水 ポ ン プ の 増 設 、道 路 側 溝 の 布 設 替 え 及 び 切 り替 え をす る 。

下 吉 排 水 ポ ン プ （基 幹 事 業 ）
市 道 上 吉 1号 線 （基 幹 事 業 ）

○ 市 民 へ の 公 表
　 交 付 期 間 内 に お い て 、事 業 の 進 捗 状 況 に つ い て は 、随 時 、市 広 報 及 び ホ ー ム ペ ー ジ を通 じて 情 報 提 供 す る とともに 、コミュニ ティバ ス の 運 行 をPRし、利 用 促 進 を図 る 。

○ 事 業 終 了 後 の 継 続 的 な ま ち づ くり活 動
　 頸 城 区 に は 、住 民 組 織 として 頸 城 区 コミュニ ティ協 議 会 が 結 成 され 、計 画 区 域 の あ る 南 川 地 区 に は 、南 川 地 区 コミュニ ティ協 議 会 が あ る 。コミュニ ティ協 議 会 で は 、環 境 ・福 祉 ・安 全 な ど 地 域 コミュニ ティが 直 面 して い る 課 題 解 決 に 向 け 、5つ の 部 会 が そ れ ぞ
れ 活 動 して い る 。平 成 17年 度 は 、行 政 と連 携 して 手 作 りの 夏 祭 りで あ る 「頸 城 の 祭 典 」、敬 老 会 、生 涯 学 習 フェス ティバ ル な ど を行 って い る 。
　 事 業 終 了 後 は 、こうした 住 民 組 織 、関 係 団 体 と連 携 しな が ら、暮 らしや す い 住 環 境 づ くりを進 め る とともに 、駅 前 の 広 場 を活 用 した イ ベ ン トの 実 施 な ど 、住 民 が 主 体 とな った 事 業 の 展 開 を進 め て い く。
　
　【そ の 他 の 住 民 組 織 】
　　・NPO法 人 くび き 来 夢 ネ ット
　　 体 験 交 流 施 設 「くび き 食 彩 工 房 」の 指 定 管 理 者 として 、押 し寿 司 や 豆 腐 作 りな ど の 体 験 事 業 、学 校 の 総 合 学 習 支 援 な ど 、地 域 の 農 産 物 、農 産 加 工 品 を通 じて 地 域 食 文 化 の 継 承 、食 農 教 育 に 関 す る 事 業 を行 って い る 。
　　・NPO法 人 健 康 サ ポ ー トは ぁと＆ ハ ー ト
　　 高 齢 者 が 寝 た き りに な らな い た め に 、健 康 増 進 の 三 要 素 の うち の 運 動 と栄 養 部 門 を担 って い る 。活 動 として は 、水 中 運 動 教 室 の 運 営 （週 6回 3コー ス ）、お 達 者 クラブ へ の 栄 養 バ ラン ス 弁 当 の 提 供 、会 員 に 対 す る 資 質 向 上 の た め の 勉 強 会 な ど を行 って
　　い る 。
　　・NPO法 人 ユ ー トピ ア くび き ス ポ ー ツ クラブ
　　 幼 児 か ら小 ・中 学 生 、成 人 を対 象 に した 20の ス ポ ー ツ 教 室 を開 催 して い る ほ か 、加 盟 16団 体 が そ れ ぞ れ 独 自 の 活 動 も行 って い る 。ま た 、体 育 祭 をリニ ュー ア ル した 「くび き チ ャレン ジ ス ポ ー ツ フェス ティバ ル 」を主 管 して い る 。

○ 交 付 期 間 中 の 計 画 の 管 理 に つ い て
　 交 付 期 間 中 に お い て は 、当 該 計 画 及 び 関 連 計 画 等 に 基 づ く各 種 事 業 との 連 携 ・調 整 を円 滑 に 進 め 、着 実 な 成 果 を上 げ て い くた め に 、頸 城 区 総 合 事 務 所 総 務 ・地 域 振 興 グ ル ー プ が 総 合 的 な 調 整 を行 う。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

地方道 上越市 直 L=615 .4ｍ （改築） Ｈ22 Ｈ22 Ｈ22 Ｈ22 35.0 35.0 35.0 35.0
地方道 上越市 直 L=108ｍ（改築） Ｈ22 Ｈ22 Ｈ22 Ｈ22 4.9 4.9 4.9 4.9

公園
古都及び緑地保全事業
河川
下水道 －
駐車場有効利用システム －

広場 上越市 直 Ａ＝1,600㎡ H18 H24 H18 Ｈ22 75.0 40.9 40.9 40.8
広場 上越市 直 Ａ＝2,770㎡ H18 H24 H18 Ｈ22 132.6 73.3 73.3 73.1
駐車場 上越市 直 Ａ＝310㎡ H18 H24 H18 Ｈ22 16.3 8.8 8.8 2.2
駐車場 上越市 直 Ａ＝670㎡ H18 H24 H18 Ｈ22 31.9 17.6 17.6 14.6
自転車駐車場 上越市 直 A=220㎡ H18 H24 H18 Ｈ22 11.6 6.3 6.3 6.3
自転車駐車場 上越市 直 A=330㎡ H18 H24 H18 Ｈ22 15.7 8.7 8.7 8.7
地域防災施設 上越市 直 Ｎ＝1基 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ20 Ｈ21 33.5 33.5 33.5 33.5

高質空間形成施設 上越市 直 L=52.5ｍ、W=3.0m H19 Ｈ23 H19 Ｈ22 1,042.7 540.6 540.6 529.0
高次都市施設 －
既存建造物活用事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 1,399.2 769.6 769.6 748.1 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－
－

頸北観光バス㈱ 間 － H18 Ｈ20 H18 Ｈ20 29.4 29.4 17.9 17.9
－ 0.0

合計 29.4 29.4 17.9 17.9 …B
合計 (A+B) 766.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
上越市 国土交通省 L=159.9m ○ 20 21 10.7

合計 10.7

地域生活基
盤施設

黒井駅南口広場
黒井駅北口駐車場
黒井駅南口駐車場

国費率

交付期間内事業期間

下吉排水ポンプ

0.402

うち民負担分
市道頸城線

交付対象事業費 766 交付限度額 308.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間細項目 規模 （参考）事業期間

黒井駅北口広場

黒井駅南口駐輪場

－
－

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間

地域創造
支援事業

事業期間

－
－

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

11.5

事業活用調
査

－

事業主体 所管省庁名事業 事業箇所名

まちづくり活
動推進事業

コミュニティバス運行試行事業 －

全体事業費

11.5

－

規模 （いずれかに○）

黒井処理地区下水道本管延長整備事業 西福島地区

市道上吉1号線
道路

黒井駅北口駐輪場

－



都市再生整備計画の区域

　黒井駅周辺地区（新潟県上越市） 面積 669 ha 区域

大字黒井の一部、大字佐内の一部、大字春日新田の一部、頸城区西福島の一部、頸城区下吉の一
部、頸城区上吉の一部、頸城区松本の一部、頸城区下三分一の一部、頸城区上三分一の一部、頸
城区市村、頸城区美しが丘、頸城区望ケ丘、頸城区下神原、頸城区上神原、頸城区北福崎、頸城区
百間町の一部、頸城区青野の一部、頸城区北四ツ屋の一部、頸城区浮島の一部、大字下五貫野の
一部、大字上五貫野の一部、大字上名柄の一部、大字下吉野の一部、大字上吉野の一部

Ｎ

国道８号線

凡 例

事業区域

1000m0 500m

国道２５３号線

黒井駅

直江津港

県営南部産業団地

北陸自動車道

ＪＲ信越本線

保倉川

都
市
計
画
道
路
黒
井
藤
野
新
田
線

黒井駅周辺地区（669ha）


